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【はじめに】 
近年、ナノテクノロジーが注目されるとともに、ナノ材料の開発が進んでいる。ナノ粒子の新しい作成方法と

して、岡本等 1) は、ナノ結晶の原料を含まないNa2SiO3水溶液中にAu電極を用いた液中(直流)通電法を用いて、

Auナノ粒子が作成されることを初めて報告した。今回は、水溶液と電圧反転時間の依存性に関して報告する。 

【実験方法】 
図 1 に示す通り、ガラスビーカーに 1L の水溶液を入れ、その中に電極を

長さ25 mm、中心間隔10 mmで配置した。水溶液は、Na2SiO3水溶液（約pH13）、

Na2CO3水溶液（約pH13）、Al2(SO4)3水溶液（約pH2）を濃度1 mol/Lで使用

し、電極は、Au（φ1.0 mm）を使用した。駆動電流は定電流駆動で、直流2 

A を通電した。約 2 分毎、或いは、約 10 秒毎に電流の向きを反転させて、

総計20～30分通電した。その後、24時間以上静置し、ビーカーの底に沈殿

した Au ナノ粒子を回収した。回収した Au ナノ粒子は蒸留水で洗浄し、更

に 24 時間以上静置して沈殿させた。この工程を 3 回繰り返した後に最終的

に蒸発させて回収したAu ナノ粒子のXRD 測定、Sherrer の式を用いた粒径

の算出、及び、TEM画像を用いて粒子形状と粒径分布の観察を行った。 

【結果と考察】 

Au 電極とNa2SiO3水溶液を用いた場合、通電開始から最初の約

10 分間は水の電気分解が起きるだけでナノ粒子の生成はなかっ

たが、その後、徐々に陰極側に黒色のナノ粒子が生成した。電流

の向きの反転の繰り返しによってナノ粒子を電極から引き剥がし

た。 図 2 に示す通り、XRD 測定の結果、回収されたナノ粒子は

Au 単相である事が示され、Sherrerの式より、粒径は約31nmと算

出された。図 3 に示す通り、TEM 画像から粒径は 40nm 未満で、

球状の様々なナノ粒子が生成している事が明らかとなった。 

一方、Au電極とNa2CO3水溶液を用いた場合、実験開始直後から赤

茶色の物質が陽極側に大量に生成し、黒色の物質が陰極側にわずかに生成

した。後者がAu ナノ粒子であると推測される。図2に示す通り、XRD測

定の結果、Au単相である事は示されたが、回折強度は弱く、アモルファス

likeのハローピークも観測された。このAu(111)ピークから、粒径は約24nm

と算出された。また、図2に示す通り、電流の向きを反転するタイミング

を約2分から10秒毎へ変更すると、よりシャープなAuの回折ピークが測

定された。この条件での粒径は19nmと算出された。講演ではTEM 画像に

よる考察も行う予定である。 

更に、Na2CO3水溶液を用いて電流の向きを反転せずに通電する実験を2
回行った。その結果、電極重量は陰極では平均0.037%、陽極では平均4.2％

消耗していた。この電極重量の減少より、Auナノ粒子の起源は、陽極から

生成されると結論付けられる。講演では、Al2(SO4)3水溶液を用いた場合についても議論する予定である。 
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